
第1章 条例制定の経緯 

 1 条例制定が必要な社会的背景 

(1) 社会的な背景 
 私たちは、最近になって、これまでの社会システムによる高度成長がもたら

した、均一化された豊かな生活の中で、個々の自己実現や生きがいといった、

個別的で多様な価値を求めるようになりました。 
    同時に将来的に大幅な成長を望めない経済状況や、高齢者の増加と反比例し

て急速に進んでいる少子化の社会状況をも生み出しています。そして従来型の

行政が行う画一的な社会サービスの提供では、すべてを担うことが難しくなっ

てきた今、個々の選択と責任に基づき、地域でお互いに助け合う社会システム

が模索され始めています。それが地方分権型の社会システムともいうべきもの

です。 
    2000年（平成 12年）4月に施行された、いわゆる地方分権一括法では、国
及び地方自治体が分担すべき役割を明確にし、国と都道府県、都道府県と市町

村の関係を是正すること、対等、平等の関係を築いて、地域のことは地域で自

主的かつ総合的に決めるという基本的な考え方をとることとしています。そし

て、市町村から市民への分権、参画や行政と市民との協働を含んだ分権は、「第

3の分権」といわれ、今回検討している作業は、分権による地方公共団体の役
割を遂行するシステムづくりを条例という形で現わそうというものであり、多

摩市の未来をつくる礎となるものと考えています。 
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(2) 市民自治の必要性 
私たち市民は、私たちのくらしを、行政と議会に任せ切りにしているのでは

ないか、「自分たちの意思決定はどのようになされるのだろうか」と疑問に思

い、市民は自分たちの暮らしやすい社会づくりに、責任を持って関われる仕組

みづくりがどうしても必要であると感じはじめたのです。 
また、市民一人ひとりの人権が尊重され、誰もが市民として誇りを持って、

自分たちのルールは自分たちで作ることも必要です。これらが市民自治で、こ

のような考えで組織された自治体は、他の自治体とは対等、平等な関係を持た

なければならないと考えます。 
 

(3) 市民自治基本条例の位置付け 
市民が、市民の手で、市民の責任で主体的にまちづくりにかかわっていくた

めには、この条例は多摩市の最高規範として位置づける必要があります。 
    また、まちづくりをする権利の実践を通じて市民が主権者として主体的に自

らの権限を行使し、自らの役割と責任を見出していくことは、市民自治の拡充

と考えます。そう考えれば、市民自治基本条例は、市民一人ひとりの意思が地

域社会を形成していく仕組みの出発点になるものと言えます。 
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２ 条例づくりのあゆみ 

一昨年（2000年(平成 12年)）11月条例検討の皮切りとなった基調講演会の開催
と同時に、多摩市からの呼びかけに応えた市民により市民自治の基本となる条例案

づくりがスタートしました。 
参加メンバーは多摩市に在住する、あくまでも自由意志による個人とし、だれか

らも拘束されないことを基本理念として参加したものであり、団体等を代表しての

参加は認めていません。 
  スタート時は６０余名が市民各層から参加しました。この集まりは、市民一人一

人の自主参加による＜ワークショップ方式＞を採り、常時３０余名が交互に参加。

原則、月２回のグループ別ワークショップと参加メンバー全員によるミーティング

で、それぞれ思いの異なるメンバーの気持ちがぶつかり合い、その後一つとなり具

体的な条例検討に向けて、会則を決めたり、会議のルールを決めたりするまでには、

試行錯誤の連続でありました。 
そのようなやり取りを重ねながら、さくらの散る頃には正式に＜多摩市市民自治

基本条例をつくる会＞を発足させ、その後、市とパートナーシップ協定を結び、何

とか条例検討も軌道に乗るようになりました。この時の市民同士の率直な、そして

時に激しい意見交換が、その後のワークショップの原点であったと思います。 
なにしろこのような市民自治基本条例を、立法、行政の経験がない一市民が、ワ

ークショップ方式でつくる試みは、全国でも初めてのケースでした。 
  ワークショップは４グループに分かれ、基本理念から始まって、基本条例に相応

しい盛り込むべき事柄を各グループでまとめて、それぞれのグループが全体のミー

ティングでその都度発表。全員で意見を述べ合い、各グループの条例に盛り込みた

い事項の肉付けを行い、盛夏の７月には１日合宿をも体験しました。 
  ９月に入って、市の職員プロジェクトチームも加わり、５グループでとことん討

論を重ね、11月の中間報告会＜市民フォーラム＞にむけて、誰からも拘束されない
で参加した市民の自由意志に基づく＜多摩市市民自治基本条例案＞の骨組み（スケ

ルトン）をつくりました。当日は自治基本条例の先がけとなった北海道ニセコ町の

逢坂町長をメインゲストに、行政学がご専門の中央大教授の辻山先生や、同じよう

な条例の検討を行っている近隣自治体から市民代表などの方々を招き、多くの市民

の参加のもとに、わたくしたち多摩市民の多摩市民による市民自治基本条例案の思

いと骨子を披露いたしました。 
  このように、市民フォーラムでの発表を通じて、条例案の大枠が明らかになり、

以後、積み残した事項、盛り込まなかった事項、当日頂いた意見など、会全員のミ

ーティングで検討を行いつつ年末頃から具体的条例案のタタキ台づくりにはいりま

した。 
  条例案の前文は参加者全員でその思いを書き、個々の条文は起草委員会を設けて

年末・年始に作成いたしました。１月から参加者全員で書いた前文、起草委員会で



作成した個々の条文をワークショップ方式で検討を重ね、２月の参加者全員の終日

ミーティングに、東京大学法学部教授の寺尾美子先生をアドバイザーとして参加し

ていただき、最終の条例（案）づくりを行いました。 
  これをもとに３月２３日に市民報告会を開催。多摩市市民自治基本条例をつくる

会としてのファイナル案をひろく市民をはじめ、多くの方々に発表いたしました。 
  この最終報告会でだされた意見、感想をも踏まえて、最終の取りまとめを行い、

６月の市長への提言書提出の運びとなりました。 
なお、2001年(平成 13年)11月から 2002年(平成 14年)４月までの１年半の間に
市民参加によるワークショップと、参加メンバー全員によるミーティングを 28 回
開催しました。さらに、これとは別に運営委員会が 44回、起草委員会 13回、会発
足までの世話人会が７回開かれ、あわせて 100回近くになりました。最後に会発足
後に、広く市民各層に理解を得るために広報誌（TAMACITIZING）を、第６号ま
で発行いたしました。 
  
 
 
 
 
 



（仮称）市民自治基本条例を一緒に作ってみませんか。 
 

（仮称）市民自治基本条例策定 

  

市民ワークショップメンバー募集 

 
 
 
 
 
 市では、市民の皆さんと共に（仮称）市民自治基本条例の策定を目指
し、この条例を一緒に作っていく、市民ワークショップメンバーを次の
とおり募集いたします。 
 これは、市政30周年を契機に、市民の皆さんと市職員が勉強会や情報
交換会等の協働作業を通し、一つの条例を作成していくものです。 
 参加を希望する方は、文末の申込用紙に必要事項を記載の上、多摩市
企画課へ申込みをしてください。 

 
▽策定期間 平成13年1月から素案作成まで 
▽対  象 多摩市民 
▽内  容 多摩市に相応しい市民自治基本条例の研究及び策定 
▽申込期間 平成12年12月20日まで 
▽申込み・問合せ先 多摩市役所政策推進協働部企画課 
     206-8666 多摩市関戸6-12-１ 
      ℡３３８‐６８１３、ﾌｧｯｸｽ３３７‐７６５８、 
 メールアドレス：kikakuka@city.tama.tokyo.jp 

▽当面の予定 

 

 

（（仮仮称称））市市民民自自治治基基本本条条例例策策定定  市市民民ワワーーククシショョッッププメメンンババーー申申込込用用紙紙  

テーマ 日時 場所 備考 

合同会議① 13年１月13日(土) 
午後2時から 

図書館（市役所隣）1階
会議室 

・ ﾒﾝﾊﾞｰ顔合わせ 
・ 趣旨説明 
・ フリー討議 

合同会議② 13年１月28日(日) 
午前10時から 

ベルブ永山多目的ホ
ール 

・ 幹事の選出 
・ 運営のﾙｰﾙ作り 
・ ｽｹｼﾞｭｰﾙの確認 

学習会① ２月10日(土) 
午後2時から 

ｳﾞｨｰタ･コﾐｭｰネ７階 
第1･第2学習室 

・自治基本条例に関す
る講義 

学習会② ２月24日(土) 
午後2時から 

ｳﾞｨｰタ･コﾐｭｰネ７階 
第1･第2学習室 

・自治基本条例に関す
る講義 

氏名  年齢  

住所 多摩市 連絡先 ℡ 

保育の要否  手話通訳の要否  E-Mail  

その他  

切り取り

mailto:kikakuka@city.tama.tokyo.jp


市民ＷＳ

メンバー募集

2000.11.20

市民ワークショップ

（市民ＷＳ）

市職員

プロジェクトチーム

（職員ＰＴ）

基調講演

開催

11. 25

メンバー
顔合わせ

12.22

第１回
市民ＷＳ
(合同会議)

2001.01.13
02.10 第３回

市民ＷＳ
(学習会) 世話人会

1～4

第１回
ＰＴ会議
(検討手法)

02.24

03.01
～22

03.13

第４回
市民ＷＳ
(会則の検討)

03.24

第２回
ＰＴ会議
(条例の必要性)

03.29

第３回
ＰＴ会議
(条例の必要性)

04.13

多摩市市民自治基本条例を

つくる会・発足

05.09

2000.11.08

職員ＰＴ

メンバー募集

第２回
市民ＷＳ
(合同会議
・学習会)

世話人会
5～7

03.28
～04.10

運営委
1, 2

04.14,21
第５回
市民ＷＳ
(会則の承認等)

04. 14

第４回
ＰＴ会議
(条例の必要性)

04.27

運営委
3, 4

04.28,
05.08

第６回
市民ＷＳ
(スケジュール)

04.28

第５回
ＰＴ会議
(条例の必要性)

運営委
5

05.12

第７回
市民ＷＳ
(条例の必要性)

05.12

05.25

第６回
ＰＴ会議
(条例の必要性)

運営委
6

05.26

第８回
市民ＷＳ
(条例の必要性)

05. 26

06.08

第７回
ＰＴ会議
(盛り込む事項)

運営委
7, 8

06.09,
13

第９回
市民ＷＳ
(盛り込む事項)

06.09

広報紙

タマ・シチジング

創刊

06. 15

06.22

第８回
ＰＴ会議
(意見の分類)

運営委
9～11

06.30
～07.09

第10回
市民ＷＳ
(意見の分類)

06.30

07.04

第９回
ＰＴ会議
(意見の集約)

07.12

第10回
ＰＴ会議
(意見の集約)

運営委
12

07.17

第11回
市民ＷＳ
(一日合宿)

07. 14

07.18

第11回
ＰＴ会議
(意見の集約)

第13回
市民ＷＳ
(討議)

08.11

運営委
13

08.01
第12回
市民ＷＳ
(討議)

07.28

運営委
14

08.11

広報紙
タマ・シチジング
第２号 発刊

08.1508.24

第12回
ＰＴ会議
(まとめ)

第14回
市民ＷＳ
(討議)

08.25

運営委
15, 16

08.25,31

運営委
17, 18

09.08,19

09. 08

第15回
市民ＷＳ
とことん情報

交換会①
運営委
19, 20

09.22,
10.05

09. 22

第16回
市民ＷＳ
とことん情報

交換会②
運営委
21

10.13
10.13

第17回
市民ＷＳ
(条例の

スケルトン)

広報紙
タマ・シチジング
第３号 発刊

10.15
運営委
22

10.20

10.20
第18回
市民ＷＳ
(条例の
内容検討)

運営委
23, 24

10.27,
11.06

10.27 第19回
市民ＷＳ
(条例の

内容検討)

運営委
25, 26

11.10,14
11.10

第20回
市民ＷＳ
(フォーラム

予行)

11. 17

市民

フォーラム

03. 23

市民

報告会

2002. 06.

市長への

提言書

提出

多摩市市民自治基本条例案の検討の流れ

多摩市市民自治基本条例案の
策定に関する
パートナーシップ協定・調印

最終まとめ

12.22

第22回
市民ＷＳ
(積み残し課題

の検討)

01.26

運営委
27

12.03

運営委
28

12.08

運営委
29

2002.01.07

運営委
30

01.12

運営委
31

01.26

運営委
32, 33

02.09,19

運営委
34, 35

02.23,
03.01

運営委
36, 37

03.09,
03.19

12.08

第21回
市民ＷＳ
(前文の検討)

01.12

第23回
市民ＷＳ
(条例素案の

検討①)

第24回
市民ＷＳ
(条例素案の

検討②)

02.09

第25回
市民ＷＳ
(条例素案の

検討③)

03.09

第27回
市民ＷＳ
(市民報告会

予行)

起草委
1～3

12.13
～21

起草委
4, 5

12.26,
01.07

起草委
6, 7

01.31,
02.05

起草委
8～11

02.14
～21

02. 23

第26回
市民ＷＳ
(一日合宿)

広報紙
タマ・シチジング
第４号 発刊

12.20

広報紙
タマ・シチジング
第５号 発刊

02.28

起草委
12

03.07

起草委
13

03.14

基調講演会
「21世紀の住民参加と

市民自治」
都立大 人見 剛 教授

市民ＷＳ学習会
「市民自治基本条例について」
中央大 辻山 幸宣 教授

第３部
パネルディスカッション
○パネリスト
・逢坂 誠二 ニセコ町長
・辻山 幸宣 中央大教授
・近隣四市・市民代表
・つくる会代表

一日合宿
アドバイザー
東京大 寺尾 美子 教授

市民フォーラム
第１部
条例案の報告

第２部
みんなでワークショップ
…住民投票についての
旗上げアンケート

市民ＷＳ学習会
「市民参加の新しい形
～みたか市民プラン21の

経験から～」
みたか市民プラン21 宮川 斎 代表



 



３ 私たちのワークショップ  

 
 2000年(平成 12年）11月「ワークショップで自治条例を」の呼びかけで集まった人た
ちの多くはこれから行われるワークショップがどんな内容のものかまでイメージしてい

た人は少なかったと思います。ワークショップという語感が何か新しい、面白そうなこ

とができそうな予感を秘めていたのでしょう。条例制定という堅くて、重いテーマに 60
人以上の人たちが集まりました。 
 約１年半を費やして行われた条例案作成にむけての様々なワークショップの実践はこ

れから市民自治を進めていくための手法としてワークショップを位置づけていくのに十

分なものでした。 
 私たちは今後も色々な場面で多くの皆さんと議論し、物事を決めていくことがあるで

しょう。そんな時参考にしていくために実践してきたワークショップを記録に残します。 
 私たちは、市民自治基本条例つくりをワークショップで策定するにあたり、1年半の期
間を次のように 9つのステップに分け検討しました。 
段階 主なできごと 概要 （対応ステップ） 

会の発足と運営のル
ールづくり 

○つくる会発足 
(H13.4.14) 
○パートナーシップ 
協定(H13.5.26) 

z まず、市民どうしで会のルー
ルや運営の方法を決めるのに
苦労しました。 

ステップ 1 

4 グループ別にメン
バーの意見を集約 

○日帰り合宿 
(H13.7.14) 

○個人の思いを大切に、相手の気
持ちを理解しながら、4つのグ
ループ案に集約しました。 
z 各メンバーから出された 400
枚の意見カードを分類整理 
↓ 

z 固定メンバーからなる 4 グル
ープ、職員ＰＴのグループ案
に集約 

ステップ 2～3 

条例骨子の検討 ○とことん情報交換 
会(H13.9.8, 
H13.9.22) 
○市民フォーラム 

(H13.11.17) 

○各グループ意見の一本化に向
け、条例に盛り込む項目を骨子
としてまとめました。 
z 市民、職員が交じってメンバ
ーを固定せず、新しいグルー
プで議論 

z 市民フォーラムで骨子として
市民に中間報告 

ステップ 4～6 

条例案の作成とブラ
ッシュアップ 

○1日合宿 
(H14.2.23) 
○市民報告会 

(H14.3.22) 
○起草委員によるた
たき台づくり 
○条例案の確定 

○骨子を踏まえて条例案として
とりまとめました。 
z メンバーを変えた新たな 4 つ
の固定メンバーによるグルー
プで条例案づくり 

z 最後は全体会を中心に条例案
確定の作業 

z 起草委員を選定してたたき台
となる条文案を作成 

ステップ 7～9 



 

ステップ１）始
めるにあたっ
て 
《まず、お互い
を知り、コミュニ
ケーションから
始めます。》 

ステップ２）思いを
広げる。 
《個人の思いを大切
にします。》 

ステップ３）思いをまとめ
る。《私の思いを伝え、相
手の気持ちを知り、グル
ープの意見としてまとめ
ます。》 

ステップ４）とことん議
論《各グループの意
見を検討し、全体の
ものとして昇華してい
きます。》 

ステップ５）一本化に
むけて･スケルトン作
成《みんなの意見に磨き
をかけます。》 

ステップ７）前文を
決める 
《私たちの思いを前
文に託してみます。》 

ステップ８）素案を
たたく 
《私たちの意見を条
文化し、それに磨き
をかけます｡》 

ステップ９）自信をつける
《私たちの条文を理解す
ることにより、自信を確信
に代え、私たちの自慢の
条例とします。》 

ステップ６）議論の
見せ方と参加 
《自分達の意見を第３
者に伝えます。》 

  
今回私たちが行うワークショップは
『市民自治条例案策定をテーマに集
まった市民が共に参加し、課題の設
定、提案の作成、実現のための仕組
みの検討などの協働作業を行う集ま
り』をいいます。 
このワークショップスケジュール
は「市民が主体的に参加する会議形
式の一つとして、参加者の相互理解
や合意形成に重点をおき、すべての
市民が、気軽に参加でき、自由にア
イデアを出し合い、創造性が発揮さ
れるように工夫をしたものです。 

そもそもワークショップとは、

「仕事場、工作室」という意味が

あり、それが転じて具体的な物

事を詳しく検討する会議や、体

験的に技術を習得する研修会な

どの意味にも使われるようにな

ったものです。  



ステップ１）始めるにあたっ
て 

(1)自己紹介ワークショップ 

①グループごとに 2 人一組に

なってお互いの似顔絵を書く 

②書いてもらった似顔絵のわきに趣味、

特技、こだわりなどを書く 

③できあがったボードをも 
って 一人ずつ自己紹介する 

（似てるとか、似てない、可愛

いすぎとかヤジが飛ぶ→なごや

かな効果あり） 

つくったボードはしばらくネー

ムプレートとして活用した。 
用意したもの 

自己紹介カード ① 

 

 
③ 

② 

 

自己紹介カード 

 

マジック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １）一口メモ 

ワークショップを始めるにあたっては、参加者

同士の良い人間関係を作ることとワークショップ

の場は気楽に参加できる楽しいものであると印象

付けることが大切です。参加者が積極的に参加し

たい、継続的に関わりたいという意欲をもつため

の工夫が必要です。様々な動機と思いによって集

まった人たちが自己紹介や言葉を交わすことによ

って、参加者の人間性や全体の様子が分かり、こ

れからのワークショップを円滑に進めることがで

きます。 

自己紹介カード 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステップ１）始めるにあた
って 

(2)スケジュールワークショ
ップ 

①グループごとにどんな行事

や作業が必要になってくるか

項目を紙に書く 

②書いてもらった行事等の紙を

スケジュールシートに貼る。 

③各グループでグループ案 
を発表し、一般化する。 

（思いがけないところで手間取った
こともあったが2002年(平成14年)
6月提出にむけての大まかなスケジュ
ール合意ができた。） 

 

用意したもの 

スケジュール
ワークシート①

 
③

②

 

（グループの
数の色を用意

大きめなポス
トイット 

色用紙 

(月別 3 年間／
月別日付入り) 

２）一口メモ 

今回のワークショップは、市民が主体となっ

て、運営していくことから、2002 年（平成 14
年）6 月の条例提案に向けて、今後の進め方や

スケジュールについてもある程度納得すること

が必要となります。 

 今回はこれも、スケジュールワークショップ

で決めました。 

スケジュールワークショップ検討中 

みんなで決めたスケジュール 



ステップ２)思いを広げる 

①市民自治基本条例が必要な理由、

この条例に盛り込むべき事項を考

え、各人の思いを意見カードに書く。 

②各グループで書いてもらった個人の

思いを発表しながら性質別に分類す

る。 

③各グループで話し合った事項等の

その日の作業を発表し、全体で共有

する。  

 
用意したもの 

ポストイット ① 

⑤ 

④ 

③ 

② 

意見カード 

模造紙 

のり､テープ 

マジック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意見カードの作成風景 

 

３）一口メモ 
これまでの会議では、声の大きい人が勝
つとか、批判されるからとか、どうせ自分
の意見が通らないとかいう理由で、意見を
言わないということが、議論の妨げになっ
ていたように思います。 
私たちのワークショップでは、このよう
な弊害を避けるため、対等な関係をつく
り、参加者全員が知恵を出し合い、自分の
意見を述べ、その意見は誰からも否定され
ることがないという協働作業による議論
の場をつくりました。 
この場合、肩書きをはずし、個々の意見
として取り扱うこと、全員が納得のいく合
意形成をすることが必要不可欠な要素と
なります。 
そのために、私たちは意見カードを用い
た、ファシリテーショングラフィック等の
ワークショップの手法を行いました。 



ステップ３)思いをまとめる 
（今回のワークショップ(1 日合
宿)） 

 

①意見カードを基に、グループの意

見にまとめたグループカードを作成

する。 

グループカードは、「いつ､誰が、誰に、

どこで、何を、どうした」というように

「５Ｗ１Ｈ」で表す。 

②各グループでグループカードを項目

別に分類し、模造紙に貼り付け、議

論､確認しながら自分達で評価する。 

 ③各グループが発表しあい、その

後それぞれのグループが別のグルー

プを評価する。 

 ④お互いを評価していくことで､自

分のグループの良いところ、足りない

ところを充実させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用意したもの 

意見カード ① 

⑤ 

④ 

③ 

② 

マジック 

模造紙 

のり､テープ 

グループカード 

４）一口メモ 
ワークショップは協働作業による創
作の場であるから、参加者が知恵を出し
合うだけでなく、ある合意にたどり着く
必要があります。この過程では、「違い
をはっきりさせたうえでの合意」や「適
切な選択肢を選ぶ」という意識がなけれ
ば、納得のいく合意形成はできません。
今回は、５Ｗ１Ｈゲームや満点星ゲーム
等の手法を用いて、個人の意見からグル
ープの意見としてまとめていきました。

個人意見からグループの意見へと集約中 

全ての意見を貼り出し、全員で評価 

グループカードを分類し、模造紙へ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ステップ４)とことん情報交換会 
（それぞれのグループの意見へ
の理解を深め、一本化へ） 

 

①これまで検討してきた各グループの
条例案を発表し、発表を聞きながら、

各自チェックシートに大切にしたい言葉

等にアンダーラインを引く。

②新しい各グループで、大切にしたい

言葉等には赤の、疑問、要検討項目には

青マジックでアンダーラインを引く。 

③各グループが発表を聞いての感想

と疑問点を述べ合い、理解を深め

る。 

  
④①～③までの作業を２日間行っ

た。 

  

用意したもの 

意見カード ① 

⑤ 

④ 

③ 

② 

マジック 

模造紙 

のり､テープ 

グループカード 
５）一口メモ 
今回のとことん情報交換会は、２日間行われ、これま
で検討してきたグループを解散し、新しいグループで検
討を行いました。また、今回から職員も各グループに加
わりました。 
１日目（９月８日）には、基本的な考え方と重点項目
を、２日目（９月 22日）には、市民、議会、行政との
関係や条例の必須科目と選択科目を設定してグループ
ごとに議論しました。 
 ＊2 日間行われた議論は後日グループ意見チェック
シートに記号や文字を変える方法で記録され、会員に配
付されました。 
→一本化する議論の大事な道具・使われた記号 
【要検討】 
 波線：意義あり、問題ありの印。 
二重の波線：複数意見ありの印。 
【大事なもの】 
 太文字：大切にしたい言葉、文章。 
極太文字：2つ以上のグループが指摘したもの。 



ステップ５)一本化に向けて 
（条例案の骨子【スケルトン】の
作成） 

 

①これまで検討してきた条例素案
の内容が適切か、追加すべき項目
はないかを検討する。 

②追加すべき項目をカードに記入し、こ

れを集め、整理しながら模造紙に貼り付

ける。 

③各項目の内容を全体で整理し、ス

ケルトンを作成することによって、条

例の内容を一本化する。 

  

  
用意したもの 

とことん討論会の結果を
うけてつくった素案 ① 

⑤ 

④ 

③ 

② 

マジック 

模造紙 

のり､テープ 

グループカード 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

各グループのスケルトンを見比べて一本化 

スケルトン作成作業 

６）一口メモ 

今回のワークショップは、参加者がともに討議

し、研究し、協働で条例案をまとめるなどの参加者

が一緒に作業をするところに、いちばん大切な意味

があります。 
 市民､行政職員が、自分の立場や視点を客観的に

見直す機会であり、また、自分の率直な意見を主張

する一方で、多様な人々の意見を知ることのできる

機会でもあります。 
貴重な情報がワークショップの機会に参加者を
通じて提供され、質の高い討議と検討が可能になる
ことや、市民と行政の間の良いコミュニケーション
を生み出すこと、豊かな情報を集めた内容の優れた
提案が得られることがワークショップの一つの成
果です。 

 



ステップ６)議論の見せ方と参加 
（市民フォーラムでのワークショ
ップの例） 

 

①条例案の骨子と条例に盛り込む
べき事項を担当者を分けて説明す
る。 

②説明するだけではなく、理解を深め

るため、課題となる事項について、会場

を含めて議論する。 

③議論した事項（住民投票）を３つの
主な意見に分け旗上げゲームの手法
を用いて会場全体で考える。 

 ④会場全員で、条例案スケルトン
の共感できる項目に星を貼り付ける
ことにより、重要となる項目の確認を
行う。 

 ⑤メンバーが考える自治条例の 
理念を表した前文をパネルにして 
展示し、メンバーの思いを形にする。 

用意したも

旗上げゲーム用の旗（①～
④までの数字の書かれた
もの） 

① 

⑤ 

④ 

③ 

② 

星型シール 

模造紙 

前文パネル 

条例案スケルト
ンパネル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

 

好きな項目に星をつけてもらったスケルトン

全員の思いを込めて前文を掲示 

会場全員で、旗上げゲームの様子 

７）一口メモ 
私たちのワークショップでは、自分達の考え方をメンバ
ー以外の方にも理解をしてもらい、また一緒に考えてもら
うことも重要な作業としました。 
そこで、旗上げゲームを行い、この条例の大きなテーマ
である住民投票制度について、典型的な意見を 3 つ用意
し、前もって 3 人役者を揃えてその意見を発表することに
よって、会場の参加者と一緒に考えました。 
また、入口のところに用意した条例案スケルトンのパネ
ルの共感できる条例案の項目にシールを全員に貼っても
らい、この条例案で大事にしたいところの確認を行ました。
さらに、模造紙に会場の脇でフォーラムの進行を記録し
ていくパフォーマンスをしました。 

 



ステップ７)前文をつくる 
（前文づくりワークショップ） 

 

①メンバー各自作った前文を全員
で読み、重要な部分や共感する部
分にアンダーラインを引く。 

②①の作業を基に、グループで前文を

評価しあい、たたき台となるものを選

ぶ。 

③たたき台となる前文に文章を加え

たり、削ったりして仕上げていく。 

  
④前文のグループ案を発表し、評価
しあう。 

 ⑤最終の仕上げは、全体の評価 
を基に、一番人気のあった前文の 
作成者に任せる。 

用意したもの 

前文検討キット 
① 

⑤ 

④ 

③ 

② 

文章が書ける細
い紙 

はさみ、のり 

ゼロテープ 

マジック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人間ワードプロセッサーって・・・ 

やっと組み合わせた文章です。

人間ワードプロセッサー。機能停止。

この文書はここに、あれはそこに・・・

８）一口メモ 
ワークショップという手法の中で、もっとも苦
手とするのが、全員で文章を作成するというこ
とです。 
そこで、私たちは前文を作成するにあたり、
人間ワードプロセッサーという手法を考えまし
た。 

まず、全員で前文を作成し、この中からグル

ープで気に入ったもの選び、これを短冊きりに

し、文章をきったり、貼ったり、加えたりしまし

た。 



ステップ８)素案をたたく 
（意義ありワークショップ） 

 

①起草委員が作成した条例案条文
を全体で読み上げ、気になった部分
を質疑応答で理解を深める。 

②①の作業を基に、納得できない部分

やさらに検討が必要な部分をグループ

で検討する。 

③②の作業を基に、各自納得できない部

分やさらに検討が必要な部分をポストイッ

トに記入する。 

 ④③のポストイットを条例案検討
シートに貼り、全員で解決方向を探
し、条例案に磨きをかける。 

  
用意したもの 

起草委員が作った
素案 ① 

⑤ 

④ 

③ 

② 

条例案検討シ
ート 

スケルトンが
入った模造紙 

宿題シート 

ポストイット
マジック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここはこうで、それはそう・・・

みんなの意見をまとめると・・・

だから、そこが・・・ 

９）一口メモ 
やはり、ワークショップという手法の中で、苦
手とするのが、全員で文章を作成するというこ
とで、今回は、起草委員会で作成した条例案
素案を全員で一つ一つ検討するという手法を
とりました。 

個人やグループで感じたことは必ず、ポスト

イットに書き、議題としました。 

必ずしも、全てが全員の合意は得られませ

んが、解決の方向を探していきました。 



ステップ９)自信をつける 
（アドバイザーを招いての自由
討議ワークショップ） 

 

①これまでに検討した条例案条文
を起草委員の論点解説を加えつ
つ､全体で読み上げ、気になる部分
を洗い出す。

②①の作業を基に、意見をポストイット

に書き出し、全体で整理しながら、仕上

げの共通認識を高める。 

③共通認識の得られにくいところは、

アドバイザーに意見を求め、視点を変

えてみる。 

 ④③でも、方向性が決まらないとこ
ろは、旗上げゲーム等により決着を
つける。 

 ⑤これらの作業を通して、自分達

の条例案に自信を持つ。 

用意したもの 

これまで検討した
条例案 ① 

⑤ 

④ 

③ 

② 

条例案検討シ
ート 

スケルトンが
入った模造紙 

宿題シート 

ポストイット
マジック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          

今回が最終案のまとめです。いいですね。

多くのポストイットが貼られた条例案 

今回のキーマン。寺尾先生です。 

１０）一口メモ 
ワークショップという手法でも、意見が多岐にわたり、まと
めることができないことも生じます。 
このような場合に私たちはアドバイザーを招いて、助言
をいただいたり、視点を変えることで意見をまとめました。 
そこで重要なのが、アドバイザーの選択で、専門性を持
ちながらも、広い視点から物事を見られ、さらに専門的知識
をもたない市民と同じ土俵で押し付けでない議論ができる
方が必要です。 
今回は、寺尾先生という適任な方をお招きすることがで
きたことは幸いでした。寺尾先生のアドバイス「うーん。なか
なか味わいがあるわね」の一言で、皆納得！最終報告へ
GOサインです。 
このような作業を繰り返して、自分達の条例案に自信を持
つことができました。 




